




トボールの祭典であると同時に、前回201 9年大
会よりオリンピック出場権を懸けた大会になった。
この大会に出場した各大陸の最上位チーム、また
は上位2チームがオリンピックの出場権を得る仕
組みだ。
　その内訳は、アジア、アフリカ、オセアニア大陸
が最上位チーム、アメリカとヨーロッパ大陸が上位
2チームとなっている。東京2020オリンピックの
例でいうと、201 9年のワールドカップで23位に
なったイランがアジア最上位としてオリンピック
のチケットをつかんだ。また、ワールドカップのア
ジア予選にはオセアニア勢が含まれるが、オリン
ピック出場枠としてはアジアとオセアニアは別枠

になるため、FIBAワールドカップで4位のオース
トラリアがオセアニア最上位として東京2020オ
リンピックの出場権を獲得している。
　FIBAワールドカップでオリンピック出場権を獲
得できなかったチームは世界最終予選（OQT）に
回って残り4枚の切符を争うことになるが、OQT

に参加するのもFIBAワールドカップの順位と
FIBAランキングに基づく。つまり、パリオリンピッ
クに出場するには、FIBAワールドカップにてアジ
ア最上位になるか、大会での順位を上げることに
よってOQTへの参加資格を得て、4枠の狭き門を
勝ち取るしかない。
　開催国として東京2020オリンピックの舞台に
立った日本だが、次なる目標であるパリオリンピッ
クに出場するには、FIBAワールドカップでの結果
が必要不可欠。そのため、2021年 1 1月から始まる
FIBAワールドカップ2023 アジア地区予選は、開
催国枠を得ているFIBAワールドカップ本戦への
チーム作りのみならず、アジアナンバーワンをつか
みとる進化と挑戦への戦いとなる。予選を通じて
は国内組を中心に戦い、一戦一戦、力をつけていく
必要があるのだ。

アジアの最上位を目指す戦いがスタート
　2023年夏に開催される「FIBAバスケット
ボールワールドカップ(以下FIBAワールドカッ
プ)2023」の出場権をかけたアジア地区予選が
2021年 1 1月27日よりスタートした。
　FIBAワールドカップ2023は本大会の 1次ラウ
ンドを日本・フィリピン・インドネシアの3カ国で行
う共催大会であり、決勝トーナメントをフィリピン
のマニラにある『フィリピンアリーナ（約55,000

人収容）』で開催することが決定している。日本の
開催地は沖縄。B.LEAGUE 琉球ゴールデンキン
グスのホームである沖縄アリーナが会場となる。
　FIBAワールドカップは世界一を争うバスケッ

COLUMN FIBAバスケットボールワールドカップ2023 アジア地区予選の見どころ

Road to Paris2024〜パリオリンピック出場への道程
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中国で開催されたFIBAワールドカップ2019に男子日本代表が出場

13年ぶりに出場したFIBAワールドカップで男子日本代表はアメ
リカ代表と対戦

パリオリンピックを目指した戦いが
ここから始まる

FIBAワールドカップ2023
アジア地区予選

（日本は本戦開催国として
本戦出場権を保持しながら予選に参戦）

FIBA
ワールドカップ

2023
（32チーム出場） アジア1位

※除くオセアニア地区

パリオリンピック
（12チーム出場）

東京2020
オリンピック

（予選リーグ0勝3敗）

OQT
（世界最終予選）アジア2位以下 4チームのみ五輪出場

FIBA
アジアカップ
2021 予選

FIBA
アジアカップ

2022
（日本出場確定済。
特例で1年延期）

FIBA
アジアカップ

2022 出場権
（16チーム出場）



外。2次予選進出国を参照）が2次予選に進出。2

次予選は 1 2チームを6チーム×2グループに分け、
再びホームとアウェーで 1試合ずつ戦う。この中か
ら日本とフィリピンを除く上位6チーム、もしくは
インドネシアが開催国枠を得た場合は、上位5チー
ムにワールドカップの出場権が与えられる。2次予
選終了後の最終成績には、1次予選の勝敗記録が
含まれる。これにより、6つのWindowを通じて
すべてのゲームが重要になり、1戦たりとも目の離
せない予選が展開されることになる。

Window1は中国に完敗も若手が浮上
　トム・ホーバスへッドコーチが就任して初の公
式戦となった2021年 1 1月のWindow1では、中
国に連敗。1戦目は63－79、続く2戦目も73－ 106

で完敗。2戦目は日本が目指す3ポイントシュー
トを多投する展開はできたが、確率では8／32本
（25％）と低迷。対して中国は 14／24本（58.3%）
という高確率で3ポイントシュートを決め、その差
が点差となって表れた。

　ただ、収穫も多かった。日本代表に初選出のポ
イントガードの齋藤拓実、シューターの西田優大ら
が思い切りのいいプレーを披露。若手の奮闘は大
きな収穫だった。

Window2の見どころ
　2月26、27日に沖縄で開催されるWindow2は
オーストラリアとチャイニーズ・タイペイと対戦す
る。オーストラリアは若手を中心に 1 7名の候補を
選出。注目は、東京2020オリンピックで銅メダル
獲得に貢献したニック・ケイ（島根スサノオマジッ
ク）だ。すでにB.LEAGUEでも発揮しているよう
に、得点だけでなくディフェンスやリバウンドで献
身的にチームを支えることができる万能選手だ。
　チャイニーズ・タイペイは2021年6月に開催さ
れたFIBAアジアカップ2021 予選で対戦し、98

－61で快勝。ただし、当時は帰化選手やCBA（中
国プロバスケットボールリーグ）でプレーする選手
は不在だった。今回は帰化選手が参戦予定のため、
サイズアップを図ってくる。また、シーズン中のた
め、CBA選手がどれだけ参戦するかがポイントと
なるだろう。

『FIBAワールドカップ2023』予選の仕組み
　FIBAワールドカップ2023 アジア地区予選（オ
セアニアを含む）に参戦するのは、2022年7月に
開催予定の「FIBAアジアカップ2022」（2次予選
進出国）に出場する16カ国だ。アジアからのFIBA

ワールドカップ出場枠は開催国枠を保持している
日本とフィリピンを除く6枠。もう一つの共催国で
あるインドネシアは実績不足により、来年夏に開催
されるFIBAアジアカップでベスト8の成績を収め
ることで開催国枠が得られる。インドネシアが開
催国枠を得た場合、アジア・オセアニアからの出場
は5枠となる。
　予選は 1次予選と2次予選の計6回の”Window”
で争われる。原則的にはホーム＆アウェー方式で
開催するが、新型コロナウイルス感染拡大の影響に
よって変動する可能性があり、今回のWindow1

は仙台市でのバブル開催となった。
　 1次予選は 1 6チームを4チーム×4グループに
分け、ホームとアウェーで同一チームと1試合ずつ
戦い、各グループの上位3チーム（※開催国枠は例

グループ A

  ニュージーランド
　　　　（27位／3位）

  韓国
　　　　（30位／5位）

  フィリピン
　　　　（33位／6位）

  インド
　　　　（80位／14位）

グループ B

  オーストラリア
　　　　（3位／1位）

  中国
　　　　（29位／4位）

  日本
　　　　（37位／7位）

  チャイニーズ・タイペイ
　　　　（66位／10位）

グループ C

  ヨルダン
　　　　（39位／8位）

  レバノン
　　　　（55位／9位）

  インドネシア
　　　　（91位／19位）

  サウジアラビア
　　　　（79位／13位）

グループ D

  イラン
　　　　（23位／2位）

  カザフスタン
　　　　（70位／11位）

  シリア
　　　　（85位／15位）

  バーレーン
　　　　（104位／21位）

2次予選進出国
【パターン①：インドネシアが「FIBAアジアカップ2022」の上位8チームに入った場合】
◦2次予選進出チームについて
　▷A・B・Cグループは上位2チームおよび日本、フィリピン、インドネシアが2次予選に進出
　▷Dグループは上位3チームが2次予選に進出
◦「FIBAワールドカップ2023」の出場権について
　上位5チーム(開催地の日本およびフィリピン、インドネシアを除く)が「FIBAワールドカップ2023」
の出場権を獲得する。

【パターン②：インドネシアが「FIBAアジアカップ2022」の上位8チームに入らなかった場合】
◦2次予選進出チームについて
　▷A・Bグループの上位2チームおよび日本、フィリピンが2次予選に進出
　▷C・Dグループの上位3チームが2次予選に進出
◦「FIBAワールドカップ2023」の出場権について
　上位6チーム(開催地の日本およびフィリピンを除く)が「FIBAワールドカップ2023」の出場権を獲得する。

COLUMN FIBAバスケットボールワールドカップ2023 アジア地区予選の見どころ

FIBAワールドカップ2023 アジア地区予選 組み合わせ

昨年の11月に宮城県仙台市で行われたWindow1は、ホーバス
ヘッドコーチが男子日本代表を指揮する最初の試合となった

★1次予選　※（　）内は世界ランキング／アジア内ランキング（2021年12月7日現在）

★2次予選
グループ E： フィリピン、A1、A2、C1、C2、C3
グループ F： 日本、B1、B2、D1、D2、D3

©Basketball King/Hiromasa ITO





PG

1

齋藤 拓実（Takumi SAITOI）
生年月日:1995年8月1 1日

身長: 172cm
所属:名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

SG

19

西田 優大（Yudai NISHIDA）
生年月日:1999年3月13日

身長: 190cm
所属:シーホース三河

SG

30

今村 佳太（Keita IMAMURA）
生年月日:1996年 1月25日

身長:191cm
所属:琉球ゴールデンキングス

PG

2

富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日:1993年7月30日

身長:167cm
所属:千葉ジェッツ

PG

20

寺嶋  良（Ryo TERASHIMA）
生年月日:1997年 10月23日

身長:179cm
所属:広島ドラゴンフライズ

PF

32

シェーファー アヴィ 幸樹（Avi Koki SCHAFER）
生年月日:1998年 1月28日

身長:206cm
所属:シーホース三河

C

3

エヴァンス ルーク（Luke EVANS）
生年月日:1991年3月16日

身長:203cm
所属:ファイティングイーグルス名古屋

C

24

アキノ マシュー（Matthew AQUINO）
生年月日:1996年9月28日

身長:205cm
所属:信州ブレイブウォリアーズ

SF

51

古川 孝敏（Takatoshi FURUKAWA）
生年月日:1987年 10月20日

身長:190cm
所属:秋田ノーザンハピネッツ

SF

16

佐藤 卓磨（Takuma SATO）
生年月日:1995年5月10日

身長:197cm
所属:千葉ジェッツ

SG

28

マーフィー アイザイア（Isaiah MURPHY）
生年月日:1998年４月10日

身長:196cm
所属:広島ドラゴンフライズ

PF

55

谷口 大智（Daichi TANIGUCHI）
生年月日:1990年4月15日

身長:201cm
所属:茨城ロボッツ

アソシエイトヘッドコーチ
ゲインズ コーリー（Corey GAINES）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
清水 良規（Yoshinori SHIMIZU）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントコーチ
佐々 宜央（Norio SASSA）
宇都宮ブレックス

アシスタントコーチ
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

スポーツパフォーマンスコーチ
緒方 博紀（Hiroki OGATA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームドクター
金 勝乾（Sung Gon KIM）
順天堂大学附属練馬病院

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

ホーバス トム（Tom HOVASSE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

JAPAN 日本代表（AKATSUKI FIVE）

（2021年12月7日現在）

FIBAランキング（全体／アジア・オセアニア内）

37位/7位





AUSTRALIA オーストラリア代表

（2021年12月7日現在）

FIBAランキング（全体／アジア・オセアニア内）

3位/1位

G

4

Emmett NAAR
生年月日：1994年7月3日

身長：187cm
所属：Illawarra Hawks

G

6

Jaylin GALLOWAY
生年月日：2002年 12月21日

身長：197cm
所属：Sydney Kings

G

7

Sean MACDONALD
生年月日：2000年4月21日

身長：187cm
所属：Jack Jumpers

G

9

Kyle ZUNIC
生年月日：1999年3月4日

身長：188cm
所属：Perth Wildcats

F

11

Nick KAY
生年月日：1992年8月3日

身長：206cm
所属：島根スサノオマジック

G

15

Alex MUDRONJA
生年月日：1999年9月3日

身長：196cm
所属：Illawarra Hawks

C

12

Angus BRANDT
生年月日：1989年 10月26日

身長：208cm
所属：香川ファイブアローズ

F

20

Bol DENGDIT
生年月日：2003年2月21日

身長：210cm
所属：NBA Global Academy Australia

C

13

Ak GAK
生年月日：2002年7月12日

身長：210cm
所属：Illawarra Hawks

F

22

Craig MOLLER
生年月日：1994年8月22日

身長：203cm
所属：s.Oliver Würzburg

G

14

David OKWERA
生年月日：2002年7月31日

身長：196cm
所属：Melbourne United

F

25

Rhys VAGUE
生年月日：1996年 1月17日

身長：206cm
所属：香川ファイブアローズ

STAFF ASSISTANT COACH
Robbie MCKINLAY 

PHYSIOTHERAPIST
Ryan CARROLL 

NUTRITIONIST
Emily TANN 

ASSISTANT COACH
Mike KELLY 

HEAD OF DELEGATION
Jason SMITH 

TEAM MANAGER
Grant WALLACE

DOCTOR
Brendon AUBREY 

CEO
Matt SCRIVEN 

EXECUTIVE GENERAL MANAGER
Jan STIRLING

PHYSIOTHERAPIST
David HILLARD HEAD COACH

Rob BEVERIDGE 



G

3

Bing Sheng LIN
生年月日：1996年 12月26日

身長：186cm
所属：CTBC DEA

F

10

Tzu Wei LIN
生年月日：2000年5月12日

身長：188cm
所属：NKNU

F

29

Chieh Yu HAN
生年月日：1999年 12月17日

身長：195cm
所属：NTSU

G

5

Yao Cheng PAI
生年月日：1999年2月2日

身長：183cm
所属：Yi Shou University

F

12

Kuei Yu CHOU
生年月日：1998年7月19日

身長：197cm
所属：Fubon Braves

C

31

William ARTINO
生年月日：1992年6月27日

身長：21 1cm
所属：Tainan TSG Ghosthawks

C

6

Chun CHIANG
生年月日：2001年9月1 1日

身長：193cm
所属：Fujen University

F

20

Sin Kuan LIN
生年月日：2002年5月9日

身長：193cm
所属：National Taiwan Normal University

F

42

Shih En FAN
生年月日：1994年6月1日

身長：198cm
所属：Taiwan Beer Hero Bears

F

57

Siao Jin WU
生年月日：1995年8月28日

身長：186cm
所属：Kaohsiung Aquas

G

7

Chia Hao WEI
生年月日：2000年 1月13日

身長：180cm
所属：CTBC DEA

C

25

Cheng LIN
生年月日：2000年7月25日

身長：200cm
所属：AirApe

G

8

Lu Hsiang WANG
生年月日：1997年 12月21日

身長：188cm
所属：Kaohisung Steelers

F

27

Yi Hsiang CHOU
生年月日：1991年2月4日

身長：191cm
所属：Kaohisung Steelers

CHINESE TAIPEI チャイニーズ・タイペイ代表

（2021年12月7日現在）

FIBAランキング（全体／アジア・オセアニア内）

66位/10位

ASSISTANT COACH
Che Yi YANG

INTERPRETOR
Hsu Lan SUNG

ASSISTANT COACH
Chun Hsiung WU

TRAINER
Guan Wei HUANG

TEAM MANEGER & STATS
Chun Chieh YANG

TEAM DOCTOR
Wei Chih CHEN

DEPUTY SECRETARY GENERAL
Yun Hsiang LEE

TEAM DELEGATION
Yen-Chih LIAOHEAD COACH

STAFF

Charles PARKER
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ソフトバンク・ワイモバイルのスマホユーザー、Yahoo!プレミアム会員なら

キャンペーン実施中！詳しくはバナーをタップ

追加料金0円！※LINEMOは対象外です

FIBAバスケットボール
ワールドカップ2023
アジア地区予選
Window2
ハイライト
配信！！

みんなで一緒に観戦しよう！

※ソフトバンクスマートフォン、ワイモバイルスマートフォンをご利用のお客さまがバスケット LIVE をご利用される際はスマートログイン設定が必要です。 バスケット LIVE は iOS12.0 以上、 Android6.0 
以上でご利用いただけます。最新の情報はサービスページをご確認ください。 コンテンツの視聴には通信料が発生します。 掲載内容は予告なく変更になる場合がありますので予めご了承ください。

バスケットLIVEアプリのダウンロードはこちらをクリック

SharePlayとは
バスケットLIVEが、 iPhone ／ iPad のFaceTimeを
利用した映像シェア機能「SharePlay」に対応！
複数人で同時に視聴がシェアできるようになりました。

B.LEAGUEやW LEAGEのプロリーグに加え、アマチュアの大会から、日本
代表まで、国内バスケットボールのさまざまな試合や好きな選手のプレー映
像等を、SharePlayで同時に会話などを楽しみながら友人・知人・家族とシェ
アする新しい観戦スタイルでお楽しみいただけます。

※出金・譲渡不可。PayPay／ PayPay
　カード公式ストアでも利用可能。

PayPay
ボーナス 円5,000 相

当プレゼント！
紹介キャンペーンご家

族・お友達

名さま

抽選

100







沖縄で開催される日本代表戦 グループフェーズ全 5試合がセットになった [ Follow My Team Pass (Group Phase) – Japanチケット ] が
2022年 3月 1日より限定販売開始！公式ファンクラブ「 Win For All Team 」（登録無料）に登録すると会員特典として、先行販売にも参加できます。
Win For All Team登録して誰よりも早く 2023年の観戦チケットをゲットしよう！

チケット及び
Win For All Team
の詳細はこちら

▼

● 「 Win For All Team 」登録会員先行販売：2022年 2月 27日（日）11:00～
● 一般販売：2022年 3月 1日（火）20:00～

TICKET INFORMATION

Sales schedule






